
ミュージアム・ボランティア募集のご案内 
 

兵庫県立美術館では、美術館のパートナーとして活動していただく 

“ミュージアム・ボランティア”を募集します。 
 

1 応募資格 

   18 歳以上で、原則として下記の「ミュージアム・ボランティア養成セミナー」を全 7 回受講できる方。 

 

ミュージアム・ボランティア養成セミナー 

（1） 日時（平成 29年） 

第 1回  1 月 28 日 (土)  開講式／館長講演会 

第 2回  2 月 4 日 (土) 兵庫県立美術館のコレクションと展覧会／施設紹介 

第 3回  2 月 11 日 (土) 兵庫県立美術館のボランティア活動（1） 

第 4回  2 月 18 日 (土) 兵庫県立美術館のボランティア活動（2） 

第 5回  2 月 25 日 (土) ボランティア活動について 

第 6回  3 月 4 日 (土) 兵庫県立美術館のボランティア活動（3） 

第 7回  3 月 11 日 (土) 兵庫県立美術館のボランティア活動（4）／閉講式／登録受付 

     ※時間はいずれも 10：30～12：00。都合により各回の内容が変更になることがあります。 

（2） 場所 

兵庫県立美術館 

（3） 定員 

40 名  ※申し込みが定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。 

  （4） 応募方法 

往復はがきに、①氏名（ふりがな） ②郵便番号、住所 ③電話／ファックス番号／メールアドレス 

④性別 ⑤年齢、⑥ボランティア活動ができる曜日／時期（記入例：「毎週○曜日」「○月以降」 

など）をご記入の上、下記までお申し込みください。 

〒651-0073  神戸市中央区脇浜海岸通 1-1-1  兵庫県立美術館ボランティア養成セミナー係 

(応募の際収集した個人情報は、本セミナー以外の目的には使用しません) 

（5） 応募の受付期間 

平成 28年 11 月 18 日（金）～12 月 17 日（土） ※当日消印有効 

2 活動内容 

    展示解説、ワークショップやイベントの補助、資料の整理など 

3 登録期間 

    平成 29 年 4月から 1年間とし、以後は毎年登録を更新していただきます。 

4 お問い合わせ先 

    兵庫県立美術館 教育支援・事業グループ ミュージアム・ボランティア養成セミナー係 

    ℡ 078－262－0908  Fax 078－262－0903  URL http://www.artm.pref.hyogo.jp 

 

 



“ミュージアム・ボランティア” をご存じですか 
 

兵庫県立美術館では、現在 232 名がメンバー登録し、日々ボランティア活動を行っています。 

《資料班》・《解説班》・《こども班》という３つの班の活動を中心に、館内で以下のような幅広い活動を行い、美術

館を支える大きな力となっています。 

 

《資料班》 

美術資料室の資料の収集・整理を主な活動としています。 

美術関係の新聞記事・個展案内はがき等の仕分け・整理を行います。一般紙の美術関連記事を切り抜いて、作家別や、

情報や事柄ごとに分類したり、個展やグループ展の案内はがきやパンフレット類を仕分けしてファイルするといった作業です。 

 

《解説班》 

県美プレミアム展の解説を主な活動としています。 

「県美プレミアム展ガイドツアー」は、県美プレミアム展開催期間中の毎週金・土・日曜日の午後に実施しています。ガイドの

場所は、１・２Ｆの常設展示室と、野外展示に分かれており、担当するボランティアがそれぞれ選んで解説を行っています。 

 

《こども班》 

年間 12回ほど開かれる「こどものイベント」の補助・手伝いを主な活動としています。 

「こどものイベント」は基本的に土・日曜日に開催されます。小・中学生が特別展や県美プレミアム展を見学し、そこからイメー

ジした作品を作るなどのイベントで、ボランティアは展示会場のガイド、作品制作の補助等を行います。 

 

以下は、その他のボランティア活動です。 

 

〈団体鑑賞〉 

主に平日、校外学習や部活動で来館する児童・生徒たちの学習や鑑賞がスムーズに進むよう手伝いをします。 

学芸員の解説やギャラリートークの後、こどもたちと一緒に絵や彫刻を見て、こどもたちに「美術館っておもしろい、また来たい」

と思ってもらえるように活動しています。 

 

〈美術情報センター〉 

「美術情報センター」での活動は、図書の整理とポスターの整理です。図書の整理は、センター内の閲覧書棚の本や図録等

を整頓する作業です。ポスターの整理は、全国各地で開催されている展覧会のポスターを新しいものと入れかえる作業です。 

 

〈特別展スライド解説〉 

上記の解説班「県美プレミアム展ガイドツアー」とは異なり、レクチャールームでスライド（パワーポイント）を用いて特別展の見ど

ころ解説を行っています。 

 

〈「美術館の七不思議ツアー」ガイド〉 

当館の建物の隠れた見どころを紹介する「ガイドツアー」で、ボランティアが作ったシナリオをもとに、館内を歩いて案内します。

｢美術館の日｣や「関西文化の日」のイベントの企画プログラムとして行っています｡ 

 

〈「県展」・「美術の中のかたち」展の補助〉 

兵庫県の「県展」は、兵庫県に在住・在勤・在学する人を対象とした公募展であり、ボランティアが積極的に参画しています。

作品の受付・返却・審査の補助や、会場監視等の運営補助など、県展にかかる作業全般を受け持っています。 

また、「美術の中のかたち」展は、来場者が作品に“触れられること”を主眼においた小企画展であり、会場でのボランティアの

関わりが来場者の作品鑑賞の大きな助けになります。 


